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第 4 章では第 1 編の小括を行なっている口
第 2 編は金属材料の変形機構についての基礎的研究として，アルミニウム単結晶の引張り変形時に

















第 5 章では第 2 編の小括を行-なっている。
最後に本論文の総括を行なっている。
論文の審査結果の要旨
著者の考案した，広い領域にわたり方位変化の場所的分布とその様相がわかり，同時にトポグラフ
イツクな情報をも迅速，簡単に得られる多線源X線回折顕微法は，単結晶研究に不可欠な手段である
X線回折顕微法の効用と発展に大きく寄与するものである。また乙の方法を用いて金属材料変形機構
の基礎的研究として，ア Jレミニウム単結晶の引張り変形を行なっているが，この際発生する不均一変
形γ 特に結晶回転についての結果は金属材料の変形機構の解明に貴重な成果をおさめている。
したがって本論文は，工学上，工業上貢献するところが大きいので，博士論文として価値あるもの
と認める。
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